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社
会
福
祉
法
人
松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
所
在
地

平
成
幻
年
日
月
刊
ω
Bに
完
成

し
、
は
や
5
年
目
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
「
ゆ
い
っ
こ
通
信
」

や
「
ほ
|
ぷ
通
信
」
を
通
じ
て
、

町
民
の
皆
様
に
社
協
活
動
や
建

物
に
併
設
し
て
い
る
障
が
い
者

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ

i

ぷ
の
活
動
を
お
知
ら
せ
し
て
き

ま
し
た
。

建
物
の
愛
称
と
し
て
、
考
え

抜
い
た
の
が
「
ゆ
い
っ
こ
」
で

し
た
。
語
源
は
「
ゆ
い
、
結
い
」
。

今
日
で
は
話
し
言
葉
と
し
て
使

わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
言

葉
の
意
味
に
は
「
た
す
け
あ
う
」

や
「
支
え
合
う
」
こ
と
が
含
ま

れ
て
い
る
そ
う
で
、
ま
さ
に
福

祉
の
精
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
命

名
い
た
し
ま
し
た
。

国
の
福
祉
施
策
と
し
て
都
道

府
県
単
位
、
市
や
町
に
あ
る

「
社
会
福
祉
協
議
会
」
、
略
し
て

「
社
協
」
o

活
動
目
的
は
、
地
域

福
祉
事
業
の
推
進
。
社
会
福
祉

法
第
1
0
9
条
に
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
住
民
の
カ
を
借
り
な
が
ら
、

息
の
長
い
活
動
を
継
続
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ロ

地
域
に
は
少
な
か
ら
ず
潜
在

す
る
福
祉
課
題
が
あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
解
決

の
糸
口
と
な
る
妙
築
を
地
域
住

民
の
皆
様
と
と
も
に
見
つ
け
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

松
前
町
も
人
口
の
高
齢
化
や

減
少
、
少
子
化
、
過
疎
化
、
産

業
の
衰
退
な
ど
。
今
日
で
は
限

界
集
落
と
言
う
言
葉
ま
で
あ
り
、

課
題
は
山
積
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

広
報
紙
「
社
協
だ
よ
り
」
あ
ら

た
め
、
「
社
協
通
信
」
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

国
や
北
海
道
、
松
前
町
の
福

祉
情
報
や
住
民
に
よ
る
福
祉
活

動
の
取
り
組
み
を
随
時
ご
紹
介
、

発
信
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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松
前
町
社
会
福
祉
組
協
議
会
役
員
及
び
評
議
員
の
紹
介

社
会
福
祉
法
人
松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

役
員
及
、
ひ
評
議
員
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

役
員
及
び
評
議
員
の
任
期
は
と
も
に

2
年
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
設
立
以
来
役
員
及
び
理
事
の

定
数
を
改
正
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
設
立

当
時
の
人
口
規
模
と
現
夜
の
人
口
規
模
の
変
化

を
考
慮
し
、
役
員
及
び
理
事
の
定
数
を
改
正
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

改
正
後
の
開
始
時
期
を
平
成
初
年
度
か
ら
と

し
て
、
理
事
定
数
を
け
人
か
ら
8
人
へ
、
評
議

員
定
数

ω人
か
ら
初
人
へ
と
い
た
し
ま
し
た
。

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
経
営
及
び
事
業

推
進
を
担
う
役
員
及
、
ひ
評
議
員
と
な
り
ま
す
。

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組
む
各
種

事
業
に
町
民
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
(
定
数
B
名
)

d合、

A 副
会
長

副
会
長

迎理理理理

長事事事事事

監
事
(
定
数
2
名
)

霊ま監

事事

長方日斉回西里子r官J松松古

瀬lJi持n" 島キす戸橋橋尾i毎

弘JII~ ト陵I青祐イ圭フ
ジ
ノ a:iE 

評
}泉江江清茂静赤札建弁大博松豊豊月朝上荒白議

員
口良良部草滞神前石天 J幾多城岡岡島日川谷神(

定
数

斉木船新堀宮木演川伊金宮菊久続中佐千伊 Il号20
名

村藤業藤海)

泉1湯子セ子H青清

藤村尾間川本村村村透谷烏池保

多ウ揚良純理初明房 健里手口郁秀ヒ伸友昌ふ
喜メ恵 み
雄子子子子子枝美子猛意美子子子デ子子子子

役
員
及
び
評
議
員
の
任
期

[
任
期
平
成
初
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
お
年
3
月
別
臼
ま
で
]

都
会
福
雄
協
議
会
ぬ

守
徹
イ
メ
ー
ジ
ヰ
Z
ヴ

q
q
i

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
が
制
作
し
た
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

i
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

北
海
道
内
の
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

が
取
り
組
む
様
々
な
福
祉
事
業
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
中
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

支
え
あ
い
、
た
す
け
あ
い
、
住
民
参
加
、

た
く
さ
ん
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
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松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
立
さ
れ

た
の
は
い
つ
な
の
か
。
古
い
資
料
を
見
な

が
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
ま
し
た
。

昭
和
初
年
代
の
頃
、
松
前
町
、
大
鳥
村
、

小
島
村
、
大
沢
村
が
あ
っ
た
頃
で
あ
り
ま

す。
昭
和
初
年
7
月
に
町
村
合
併
が
行
わ
れ
、

新
生
松
前
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
田
町
村

に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
い

う
団
体
は
あ
っ
た
よ
う
で
、
昭
和
初
年
7

月
大
島
村
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
就
任
と

記
載
さ
れ
た
あ
る
役
員
の
履
歴
書
が
残
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
初
年
4
月
松
前
向
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
に
就
任
と
い
う
あ
る
役
員

の
履
歴
諮
問
が
残
っ
て
い
ま
す
。
町
村
合
併

と
悶
じ
く
、
社
会
福
祉
協
議
会
も
合
併
し

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

社協通信3 

社
会
福
祉
法
人
格
取
得
に
向
け
た
動
き
。

限
和
将
年
凶
月
1
日
社
会
福
祉
法
人

認
可
申
請

昭
和
羽
年
1
月
凶
日

認
可
蕎
が
交
付

社
会
福
祉
法
人

昭
和
初
年
2
月
比
日

設
立
設
記
完
了

法
人
事
務
所
は
、
松
前
町
役
場
内
に
あ

り
、
職
員
は
事
務
局
長
、
書
記
2
名
。
ま
た

当
時
の
役
場
般
員
に
も
業
務
を
支
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
田
年
に
神
明
叩
番
地
松
前
町
総
合

セ
ン
タ
ー
に
事
務
所
が
移
転
。
さ
ら
に
、

平
成
問
年
8
月
に
福
山
m
出
番
地
の

1
泊
松

前
道
有
林
管
理
セ
ン
タ
ー
に
事
務
所
移
転
。

ま
た
、
平
成
幻
年
日
月
間
ω
日
に
現
在
の
福

山
2
3
6
番
地
の

4
へ
移
転
の
経
過
を
た

ど
り
ま
し
た
。

昭
和
日
年
度
に
松
前
町
社
会
福
被
大
会

が
江
良
町
内
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

大
会
決
議
と
し
て
松
前
町
に
老
人
ホ

l
ム

建
設
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
経
て
、
松
前
町
と
と
も
に
北
海

道
へ
陳
情
書
を
提
出
。
昭
和
日
年
老
人
ホ
ー

ム
建
設
準
備
委
員
会
が
社
協
一
事
務
所
内
に

同
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
努
力
が
あ
っ
て
、
昭
和
的
年
9
月

に
松
前
向
に
老
人
ホ

i
ム
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。さ

て
、
当
時
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

地
域
福
祉
事
業
の
推
進
を
し
つ
つ
、
松
前

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
、
松
前
町

心
身
障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局
、
松
前
町

遺
族
会
事
務
局
、
松
前
町
母
子
会
事
務
局
、

共
同
募
金
会
松
前
町
分
会
事
務
局
、
松
前

町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
…
事
務
局
を
併
せ
て

担
っ
て
お
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
は
3
名
体
制
。

阻
耀
か
ら
平
時
間
へ

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
テ

l
マ

と
す
る
地
域
福
祉
事
業
の
展
開
。

松
前
町
か
ら
の
委
託
事
業
を
受
け
つ
つ
、

平
成
9
年
度
か
ら
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣

事
業
を
受
託
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
や
っ
て

き
た
。
と
い
っ
て
も
事
務
所
に
は
入
り
き

ら
ず
に
、
健
康
セ
ン
タ
ー
に
間
借
り
。

平
成
ロ
年
4
月
、
介
護
保
険
制
度
ス
タ
l

'ト白。
訪
問
介
護
事
業
を
実
施
。

旧
松
前
進
有
林
管
理
セ
ン
タ

i
が
新
築

移
転
し
、
旧
事
務
所
が
松
前
町
へ
譲
渡
さ

れ
た
こ
と
に
と
も
っ
て
、
平
成
同
年
8
月

に
社
協
事
務
所
移
転
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と

と
も
に
一
つ
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

平
成
比
年
度
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
を

実
施
。平
成
同
年
度
、
支
援
資
制
度
ス
タ
ー
ト
。

平
成
何
年
度
か
ら
げ
年
度
ま
で
に
、
松

前
向
よ
り
「
夜
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

業
務
を
受
託
。

訪
問
介
護
事
業
所
と
と
も
に
居
宅
介
護

事
業
を
実
施
。

平
成
初
年
4
月
俸
が
い
者
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
受
託
。

平
成
幻
年
2
月
地
域
福
祉
交
流
セ
ン

タ
ー
建
設
構
想
立
ち
上
が
る
。

平
成
幻
年
日
月
地
域
福
祉
交
流
セ
ン

タ
ー
竣
工
。
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1
.
遥
動
の
趣
旨

北
海
道
町
内
会
連
合
会
で
は
、
地

域
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高

齢
者
を
介
護
す
る
家
族
に
と
っ
て
、

一
番
身
近
な
町
内
会
・
自
治
会
に
お

い
て
、
要
援
護
者
の
発
見
・
声
か
け
・

助
け
合
い
活
動
を
実
践
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
標
に
「
ひ
と
り
の
不
幸

も
み
の
が
さ
な
い
住
み
よ
い
町
。
つ
く

り
全
道
運
動
」
を
平
成
2
年
度
か
ら

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
、
北
海
道

共
同
募
金
会
と
の
三
者
提
唱
に
よ
り

進
め
て
い
ま
す
。
事
業
を
実
施
す
る

単
位
町
内
会
あ
る
い
は
地
区
連
合
町

内
会
に
は
、

3
万
円
の
活
動
資
金
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

社協通信

1
・

m年
聞
に

2
，
5
6
7
町
内
会

が
取
り
組
み

平
成
初
年
度
は
、
道
内
の
川
実
践

地
区
(
町
内
会
等
)
に
お
い
て
、
全

道
運
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
平

成
2
年
度
か
ら

M
年
間
の
実
践
地
区

数
は
、
延
べ

2
，
5
6
7
実
践
地
区

[
町
内
会
等
]
、
事
業
数
は
、
延
べ

4
，
8
4
4
事
業
と
な
り
ま
す
。

地
域
に
暮
ら
す
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
高
齢
者
や
高
齢
者
は
ま
す
ま
す
鳩

加
す
る
傾
向
と
な
り
ま
す
。

松
前
町
も
例
外
に
漏
れ
ず
、

2
0

2
5
年
に
は
、
高
齢
化
率
必
%
を
超

え
る
状
況
と
な
り
ま
す
。

町
内
会
の
行
事
を
通
じ
た
各
種
取

り
組
み
が
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
等

を
住
民
参
加
に
よ
っ
て
支
え
あ
い
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
マ
つ

く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

これまでの実施地区(町内会等)数

H14 H13 H12 H
 

H10 H9 H8 H7 H6 H5 H4 H3 H2 

123 144 1 51 1 31 88 97 96 101 82 70 69 59 34 

言十H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15 

2，567地区118 120 123 122 126 121 1 1 9 11 0 122 124 117 

平成25年度事業ベスト10
~ r各種行事を通じた交流jが1位、「健康教室・相談・勉強会・研修会」が増加~
i順位i 事 業 名 i事業数 i活動の穫類
1位 各種行事を通じた交流 35事業 交流活動

2位 ふれあいサロン活動 29事業|交流活動

3位 会食会など 17事業 交流活動

4位 訪潤活動 16事業 在宅福祉サービス活動

5位 健康教室・相談・勉強会・研修会 12事業 啓発活動

6位 二世代交流 9事業 交流活動

7位 防犯パトロール 7事業 ネットワークづくり

81立 食事サービス 5事業 在宅福祉サービス活動

8位 徐排雪・環境整備活動 5事業 在宅福祉サービス活動

8位 世帯調査・マップづくり 5事業 認査活動

8位 たすけあいチーム作り・小地域ネットワーク活動 5事業 ネットワークづくり

8位 災害時要援護者のための体制づくり 6事業 ネットワークづくり
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松
前
町
役
会
福
祉
協
議
会
で
は
町

内
会
が
取
り
組
む
地
域
福
祉
活
動
に

対
し
て
、
平
成
同
年
度
よ
り
、
北
海

道
町
内
会
連
合
会
が
行
う
問
事
業
に

と
は
別
に
独
自
に
活
動
資
金
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
会
が
取
り
組
め
る
事
業
メ

ニ
ュ
ー
を
提
示
し
つ
つ
、
町
内
会
側

に
福
祉
活
動
の
選
択
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

5 

松前町社会福祉協議会が独自に支援する

館薗輸f
対象団体:松前町内の町内会

助成額:単年度 50，000円上限ら令

事業助成財源は、町民からご協力いただく、

「赤い羽根共同募金」と「社協寄付金Jです。

助
成
事
業
を
は
じ
め
て
、
日
年
以

上
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
少
し
ず

つ
で
も
地
域
福
被
活
動
の
推
進
が
住

民
の
カ
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

に
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
前
町
の
福
祉
課
題
は
、
人
口
の

高
齢
化
や
単
身
高
齢
者
が
増
加
す
る

傾
向
か
ら
、
様
々
な
生
活
課
題
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
だ
け
で
は
高
齢
者

を
支
援
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん。
改
正
介
護
保
険
制
度
で
は
、
要
支

援
者
に
対
す
る
新
た
な
地
域
支
援
事

業
を
地
域
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
福
祉
課
題
解
決
の
た
め
に
も
、

地
域
住
民
の
協
力
が
不
可
欠
と
な
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

平
成
何
年
度
助
成
分
も
幻
年
3
月

ま
で
受
付
中
で
す
。

650.000同

長寿と楽しむ会

介護予崩「タンポポ教室」事業

高齢者間守り稼活動

大5Rを元気な地域l之「擦のfづき色L¥J六作戦事業
カモメ教室・地域支え白い事業

六磯健康ワラブ事業

茄神高齢者お楽しみ会

敵老会

技草町内会敏老会事業

第12田清部地区13¥れあい広場
原口取老会(地域安iR事業)

間災訓練及び聾支援者爽j荒会

白神高齢者受j荒事業

田成総額各50.000円

建石町内会

荒谷町内会

博多町内会

六5R町内会
豊福町内会

六磯町内全

面神町内会

静浦町内会

技草町内会

清部町内会

原口町内会

唐津町内会

白神町内会

田成金

田成完



6 第 1号

日
輔
副
生
活
向
日
宣
菱
重
苦
事

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、

高
齢
や
障
が
い
(
知
的
障
が
い
、

精
神
障
が
い
)
に
よ
り
日
常
生

活
の
判
断
能
力
に
不
安
が
あ
り
、

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
ま
た

は
在
宅
で
生
活
す
る
予
定
の
方

に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手

続
き
や
生
活
費
の
管
理
、
年
金

読
書
な
ど
の
大
切
な
書
類
の
預

か
り
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

社協通信

臼
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の

援
助
内
容
を
理
解
で
さ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

繭
幽
本
事
業
は
、
「
契
約
』
に
基

づ
き
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

る
た
め
、
契
約
能
力
(
豆
一
体

的
な
援
助
内
容
の
理
解
力
)

が
必
要
で
す
。

畿
判
断
能
力
が
低
下
し
て
き
て

契
約
能
力
が
な
い
場
合
は
本

人
と
実
施
主
体
に
よ
る
契
約

は
で
き
ま
せ
ん
。
成
年
後
見

人
等
が
選
任
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
本
人
の
契
約
能
力
や

本
事
業
に
よ
る
支
援
の
必
要

性
に
つ
い
て
審
査
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

「
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
」

「
在
宅
で
生
活
す
る
予
定
の
方
」

が
対
象
で
す
。

傘
現
在
、
施
設
入
所
や
病
院
に

入
院
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、

逮
所
や
退
院
の
見
込
み
が
あ

り
、
近
い
将
来
在
宅
で
生
活

す
る
予
定
の
方
は
、
対
象
と

な
り
ま
す
。

機
在
宅
で
生
活
し
て
い
て
、
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
利

用
し
て
い
た
方
が
、
施
設
入

所
や
病
院
に
入
院
し
た
場
合

は
、
生
活
が
安
定
す
る
ま
で

の
期
間
前
能
な
範
屈
で
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

緬
甜
詑
q
Eピ
ス
⑩
剛
盟
国
?

。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

(
基
本
事
業
)

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

や
利
用
に
つ
い
て
の
手
続
き
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

ま
た
は
利
用
を
や
め
る
た
め

に
必
要
な
手
続
き

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
を

支
払
う
手
続
き

③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

苦
情
解
決
制
度
を
利
用
す
る

手
続
き

@
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

(
オ
プ
シ
ョ
ン
)

日
常
的
な
金
銭
管
理
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。
取
り
扱
う
預

貯
金
の
口
座
の
限
度
額
は
印
万

円
程
度
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

①
年
金
や
福
祉
手
当
な
ど
の
受

領
に
必
要
な
手
続
き

②
税
金
や
社
会
保
険
料
、
医
療

費
や
公
共
料
金
を
支
払
う
手

続
き

③
日
常
的
な
生
活
費
の
払
戻
し

預
け
入
れ
な
ど
の
手
続
き

@
書
類
等
の
績
か
り
サ
ー
ビ
ス

(
オ
プ
シ
ョ
ン
)

本
会
が
金
融
機
関
の
貸
金
庫

に
大
切
な
書
類
等
を
お
預
か
り

い
た
し
ま
す
。

お
預
か
り
で
き
る
も
の
(
原

則
と
し
て
、
ご
本
人
名
義
の
み

に
限
り
ま
す
。
)

①
預
貯
金
通
帳
②
年
金
証
書

③
権
利
証
④
契
約
書
類

⑤
保
険
読
書
⑥
印
鑑

刺
隅
酬
明
量
一
一
肱
?

ー
図

(
1
時
間
程
度
)
の
利

用
で
、
利
用
料
金
1
，
2
0
0

円
と
生
活
支
援
員
の
交
通
資
実

費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

は
、
公
費
で
補
助
さ
れ
る
の
で

無
料
で
す
。

ま
た
、
書
類
等
の
預
か
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
、

貸
金
庫
利
用
料
の
実
費
を
い
た

だ
き
ま
す
。

刺
閉
ま
で
の
一
海
杭
妙
。

@
相
相
談
の
受
付

社
会
福
祉
協
議
会
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

@
相
談
・
打
ち
合
わ
せ

担
当
者
が
う
か
が
い
ま
す
。

@
契
約
書
、
支
援
計
額
の
作
成

お
殴
り
の
こ
と
を
一
緒
に
考

え
支
援
計
画
を
つ
く
り
ま
す
。

@

契

約

契
約
内
容
に
間
違
い
が
な
け

れ
ば
、
ご
利
用
者
と
社
会
福
祉

協
議
会
と
が
利
用
契
約
を
結
び

ま
す
。

@
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

支
援
計
画
に
そ
っ
て
、
担
当

者
(
生
活
支
援
員
)
が
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。
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平
成
初
年
3
月
の
全
国
で
生
活

保
諮
問
世
帯
数
は
、
約
問
万
2
千

世
帯
。
世
帯
人
員
加
万
1
千
人

を
超
え
る
状
況
で
す
。
平
成
同

年
度
か
ら
生
活
保
護
受
給
が
急

激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

社協通信

生
活
陸
窮
者

自
立
支
援
制
度
の
理
念

1
.
制
度
の
意
義

木
制
度
は
、
生
活
保
護
に
至
っ

て
い
な
い
生
活
困
窮
者
に
対
す

る
「
第
2
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
」
を
全
国
的
に
拡
充
し
、
包

括
的
な
支
援
体
系
を
創
設
す
る

も
の
で
す
。

7 

2
.
制
度
の
目
指
す
目
標

山
生
活
困
窮
者
の
自
立
と
尊
厳

の
確
保

・
本
制
度
で
は
、
本
人
の
内
函

か
ら
わ
き
起
こ
る
意
欲
や
想

い
が
主
役
と
な
り
、
支
援
員

が
こ
れ
に
寄
り
添
っ
て
支
援

す
る
。

-
本
人
の
自
己
選
択
、
自
己
決

定
を
基
本
に
、
経
、
済
的
自
立

の
み
な
ら
ず
日
常
生
活
自
立

や
社
会
生
活
自
立
な
ど
本
人

の
状
態
に
応
じ
た
自
立
を
支

援
す
る
。

-
生
活
困
窮
者
の
多
く
が
自
己

肯
定
感
、
自
尊
感
情
を
失
っ

て
い
る
こ
と
に
協
意
し
、
尊

厳
の
確
保
に
特
に
配
慮
す
る
。

間
生
活
困
窮
者
支
援
を
通
じ
た

地
域
づ
く
り

・
生
活
図
窮
者
の
早
期
把
握
や

見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
包
括

約
な
支
援
策
を
用
意
す
る
と

と
も
に
、
働
く
場
や
参
加
す

る
場
を
広
げ
て
い
く
。
(
既

存
の
社
会
資
、
源
を
活
用
し
、

不
足
す
れ
ば
開
発
・
創
造
し

て
い
く
。
)

・
生
活
凶
窮
者
が
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
実
感
し
な
け
れ
ば

主
体
的
な
参
加
に
向
か
う
こ

と
は
難
し
い
。
「
支
え
る
、

支
え
ら
れ
る
」
と
い
う
一
方

的
な
関
係
で
は
な
く
、
「
相

互
に
支
え
合
う
」
地
域
を
構

築
す
る
ロ

3.
新
し
い
生
活
函
窮
者
支
援

の
か
た
ち

ω包
話
的
な
支
援
・
・
・
生
活
困
窮

者
の
課
題
は
多
様
で
複
合
的

で
あ
る
。
「
制
度
の
狭
間
」

に
陥
ら
な
い
よ
う
、
広
く
受

け
止
め
、
就
労
の
課
題
、
心

身
の
不
調
、
家
計
の
問
題
、

家
族
問
題
な
ど
の
多
機
な
問

題
に
対
応
す
る
。

ω個
別
的
な
支
援
-
-
-
生
活
困
窮

者
に
対
す
る
適
切
な
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
通
じ
て
、
個
々
人

の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
支

援
を
実
施
す
る
。

ω早
期
的
な
支
援
真
に
困
窮

し
て
い
る
人
ほ
ど
S
O
S
を

発
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

「
待
ち
の
姿
勢
」
で
は
な
く

早
期
に
生
活
困
窮
者
を
把
握

し
、
課
題
が
よ
り
深
刻
に
な

る
前
に
問
題
解
決
を
図
る
。

ω継
続
的
な
支
援
・
・
・
自
立
を
無

理
に
急
が
せ
る
の
で
は
な
く
、

本
人
の
段
階
に
合
わ
せ
て
、

切
れ
目
な
く
継
続
的
に
支
援

を
提
供
す
る
。

ω分
権
的
・
創
造
的
な
支
援
・

主
役
は
地
域
で
あ
り
、
聞
と

自
治
体
、
宮
と
民
、
民
と
民

が
協
働
し
、
地
域
の
支
援
体

制
を
創
造
す
る
。

北
海
道
渡
島
総
合
振
興
局
で

は
、
平
成
初
年
度
に
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、
昨
年
9
月
よ
り
北

海
道
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
、
「
お
し
ま

H
O
T
(
か

な
い
)
セ
ン
タ
ー
」
を
間
開
設
し

て
実
証
検
証
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施

行
に
伴
い
、
福
祉
事
務
所
を
設

霞
す
る
市
を
中
心
に
自
立
棺
談

支
援
事
業
が
取
り
紘
ま
れ
ま
す
。

し
か
し
、
同
法
の
対
象
と
な
る

生
活
困
窮
者
は
町
村
自
治
体
に

も
い
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

振
興
局
と
町
村
自
治
体
問
で
事

業
が
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
も

生
活
悶
窮
者
が
在
町
住
民
で
あ

る
場
合
、
相
談
支
援
に
あ
た
り
、

お
し
ま
H
O
T
(
か
な
い
)
セ

ン
タ
ー
に
橋
渡
し
を
し
、
支
援

を
行
い
ま
す
。

〆
北海道社会福祉協議会 自立相談支援センターおしま

f越し襲鵬制ib動腕閥均司j
住所七飯町本町5了目1番6号639番地2アトラスピル1階

電話田13昌一告4-6宮田昌
相談受付午前9時~午後5時(土・目・祝日・年末年始除く)

¥ 

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
が

受
託
し
、
相
談
窓
口
を
布
の
と

お
り
開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
す
る
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

何
ら
か
の
理
由
で
相
談
で
き

な
い
場
合
は
、
松
前
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
橋
渡
し
を
行
い
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
4

年
を
迎
え
ま
す
。

い
ま
だ
に
災
筈
復
興
が
続
い
て
お

り
、
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方

も
多
く
お
り
ま
す
。

渡
島
大
島
の
噴
火
で
津
波
に
よ
る

大
災
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
歴
史
に
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
承
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

8 第 1号社協通信

北海道祉会福祉協議舎と
輪前町杜金福祉協議金

持続

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
道

内
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
災

害
救
援
協
定
の
締
結
を
呼
び
か
け
、

そ
の
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
進
ん
で

お
り
ま
す
。

阪
神
大
震
災
、
有
珠
山
火
山
噴
火

災
害
、
東
日
本
大
一
震
災
で
被
災
さ
れ

た
方
々
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
万
て

も
し
も
の
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
備
え
て
、
北
海
道
社
会
福
祉
協
議

会
と
災
害
救
援
協
定
を
平
成
お
年
4

月
1
日
付
け
で
災
害
救
援
協
定
を
締

結
し
て
お
り
ま
す
。

松
前
町
で
大
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
、
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

反
面
、
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

よ
り
救
援
姿
請
が
あ
る
場
合
、
松
前

町
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
災
害
救
援

に
職
員
派
遣
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま

す。
災
害
は
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
も
家
族
と
の
連
絡
方
法
や
防
災
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
必

要
で
あ
り
ま
す
。

近
年
の
自
然
災
害
は
局
所
的
な
こ

と
が
多
く
、
初
年
度
白
神
地
区
で
の

大
雨
災
害
が
記
憶
に
残
り
ま
す
。

3雰囲画静電字園陸、(イメージ関)
-災害ボランティアセンタ

等マニュアル整備

-災害救援担当の配置

-災害救援用備品機材の確保

.災害救援問備品機材の確保

緊急時の連絡体制

必要備品の調整

迅速な対応
田盟事砂

-進社協災害救援行動指針の整備

・災害救援担当者の(連絡窓口)の配置

・災害救援に関する研修の実施、受講

・災害救援用備品機材の確保

災害救援活動の支援に

関する協定の締結
(~間道社会福祉協議会} 酔

11 t I 
北海道 @

必
婆
な
支
援
の
委
譲

@備品機材提供の要請

派遣人員の確認

@提供備品機材の報告

派遣人員の連絡

@人材、機材等の調整、連絡
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共 型 業 紹
通事選

地域福祉交流センターでは共生型事業の一環として、下記の事業を実施しています。

教室講座開催予定はゆいっこ通信・ほ一ぷ通信の中面に、毎月予定表を掲載しておりますの

で、足を運んでいただくことを願っています。
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寄
付
芳
ご
紹
介

【
寄
付
順
〕

第 1号

字

清

部

山

本

二

三

夫

字

江

良

船

尾

白

子

字

福

山

大

丸

山

登

字

大

磯

水

島

菜

字

曲

一

一

旦

岡

山

本

脱

出

字

江

良

小

林

正

一

字

豊

田

州

新

山

陽

子

字

江

良

高

橋

エ

ミ

子

字

江

良

熊

谷

充

善

字

松

城

太

旧

キ

ヨ

字

館

浜

松

谷

敏

子

字

福

山

一

戸

間

洋

子

字

江

良

木

村

利

幸

字

上

川

山

本

公

裕

字

唐

津

福

島

妙

子

字
福
山
松
前
婦
人
の
会

会

長

西

村

ト

セ

札

幌

市

海

老

子

勝

正

字

札

前

増

川

若

夫

字

国

福

山

小

板

テ

ツ

子

字

愛

宕

木

村

篤

字

白

神

村

上

悦

子

字

江

由

民

高

橋

春

子

字

血

一

旦

岡

藤

丸

孝

字

茂

草

八

木

諜

勝

三

字
原
口
東
寺
流
御
詠
歌
の
会

代

表

可

香

タ

サ

{

子

大

沢

阿

部

タ

カ

社協通信

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

字
静
浦
側
佐
藤
工
業

代

議

制

世

長

佐

藤

憲

八

字

清

部

新

洞

満

字

大

磯

水

島

譲

字

愛

宕

木

村

悟

{

子

荒

谷

阿

部

伸

寛

字

荒

谷

坪

田

シ

ヅ

エ

{

子

唐

津

羽

二

生

行

雄

札

幌

市

海

老

子

勝

正

相
撲
際
市
側
栄
建
設

三

上

英

明

{

子

江

良

上

野

忠

利

字

抽

出

浜

松

谷

臨

子

昭
和
川
町
年
松
前
中
学
校

卒
業
還
暦
を
祝
う
会
一
伺

字

清

部

川

原

久

子

府

中

市

大

清

水

茂

樹

函

館

市

石

山

千

秋

字

白

神

滝

川

タ

ミ

字

江

良

上

野

ユ

リ

字
福
山
松
前
婦
人
の
会

会

長

西

村

ト

セ

字

弁

天

鶴

ケ

谷

栄

蔵

字

朝

日

泊

義

光

字

荒

谷

阿

部

長

智

子

松
前
町
ふ
と
つ
ば
ら
母
さ
ん

字

血

一

旦

岡

大

内

政

江

字
福
山

字
朝
日

吉佼

崎 j燦

芳愛

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

生子

様様

札

幌

市

海

老

子

字

弁

天

山

本

字

大

磯

水

島

{
子
白
神
白
神
婦
人
会

会

長

西

村

朝

子

{

子

白

神

吉

村

友

宏

字

弁

天

伊

達

リ

サ

字

松

城

西

山

清

美

字

月

島

依

田

栄

治

字
江
良
渡
辺
家
御
家
族
一
一
向

字

静

浦

阿

部

明

美

奈

良

県

倉

中

由

美

字

朝

日

泊

義

光

横

浜

市

西

井

一

子

さ

い

た

ま

市

武

藤

ト

ミ

字

清

部

佐

藤

『

長

字

大

磯

水

島

蒸

字
福
山
松
前
婦
人
の
会

会

長

西

村

ト

セ

様

{

子

江

良

セ

ラ

i
ズ

渡

辺

様

[
一
円
募
金
箱
]

字

大

沢

溶

口

敏

様

カ
ル
チ
ャ

i
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
様

字

弁

天

佐

々

木

広

幸

様

字
原
口
東
寺
流
御
詠
歌
の
会

代

表

可

香

タ

サ

字

江

良

江

良

婦

人

会

字

赤

神

西

村

尚

庖

字

唐

津

士

一

上

清

子

字

大

磯

金

四

伴

家

{

子

唐

津

神

カ

ヨ

子
益 l路

議tI2正

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

小

川

正

紀

様

長

谷

川

桂

子

様

尾

坂

キ

ヌ

様

工

藤

冴

子

様

セ
ラ

l
ズ

渡

辺

様

{
一
円
募
金
箱
〕

字

大

磯

水

島

蒸

様

字

建

石

今

本

喜

二

歳

様

字

大

磯

塚

田

セ

ツ

様

字
福
山
松
前
婦
人
の
会

会

長

西

村

ト

セ

{

子

荒

谷

大

野

チ

エ

カ
ル
チ
ャ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

字
原
口原
口
東
寺
流
御
詠
歌
の
会

字

唐

津

専

念

寺

字

大

磯

榊

原

家

字
朝
日

字
江
良

字
福
山

宇
一
福
山

字
江
良

札

幌

市

海

老

子

勝

正

字

江

良

上

野

節

子

字

原

口

吉

田

千

代

次

字

館

浜

高

橋

要

一

宇

白

神

川

内

谷

タ

ミ

字

弁

天

工

藤

シ

ズ

子

字

江

良

船

尾

節

子

総
前
中
学
校
昭
和
羽
年
卒
業
生

還

暦

を

祝

う

会

様

川

瀬

輝

夫

様

柳

防

正

男

様

キ
ル
ト
サ
ー
ク
ル
松
前

{
子
大
沢

字
大
磯

松
前
町

様 4王様1議様様様様様様様様様
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ム

耳

目

良

一

字

福

山

岡

田

紀

字
福
山
松
前
婦
人
の
会

会

長

問

村

ト

セ

字

大

磯

工

藤

美

智

子

字

博

多

三

浦

久

子

松
前
町

カ
ル
チ
ャ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

字

豊

岡

佳

秀

子

字

博

多

荒

谷

ヒ

サ

字

原

口

清

水

智

子

字
原
口原
口
東
寺
流
御
詠
歌
の
会

学

札

前

演

村

明

美

11 

札

幌

市

海

老

子

正

字

大

沢

野

戸

一

字

清

部

佐

藤

資

函

館

市

佐

藤

富

士

雄

字

大

磯

工

藤

美

智

子

字

札

前

演

村

明

美

字

茂

革

福

野

利

窓

子

松
前
町
キ
ル
ト
サ
ー
ク
ル
松
前

字
福
山
松
前
婦
人
の
会

会

長

西

村

ト

セ

様

{

子

大

磯

土

谷

一

房

子

様

{

子

江

良

船

尾

弘

子

様

{
子
原
口
原
口
東
寺
流
御
詠
歌
の
会

代

表

清

水

智

子

様

{

子

大

津

福

井

雅

隆

様

各
年
度
共
通
匿
名
寄
付
者
様

栄勝

雄 j司

様様係機様様様様様様様様様様様綴様様様

柏前町社会福祉協議会への寄付金iご対して、，c，よリお礼申し上げます。
寄付金|ごつきましては、社会福祉協議会が取リ組む福祉活動財源ヒして

大切!ご活用させていただきました。また、社会福祉法人|こ対する寄付金は、

税控除の対象ヒなリますごヒをお知らせいたします。

一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
制
度
加
入

活

j

と
一
部
助
成
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
グ
ル
ブ
や
個
人
の
方
が
町
内

に
ち
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
お
け
る
本
人
や
対
人
に
対
す
る
補
償
を
行
う
保
険
制
度
で

す。
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
が
ま
と
め
役
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
掛
け
金
ち
割
安
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
自
主
的
に
取
り
給
ん
で
い
る
場
合
に
、
保
険
料
の

一
部
を
助
成
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
2
年
4
月
以
降
の
保
険
加
入
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
7
年
3
月
中
旬
よ
り
受
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
月
第

三
水
曜
日
午
後
か
ら
心
配
ご
と
相
談
所
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
内
容
は
秘
密
厳
守
。
相
談
内
容
に
よ
っ

て
は
、
間
関
係
機
関
へ
橋
渡
し
を
い
た
し
ま
す
。

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
が
あ
る
と
日
常
生

活
も
落
ち
着
か
な
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
と

き
は
心
配
ご
と
相
談
所
へ
来
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
情
報
提
供
や
助
言
、
解
決
方
法

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
問
題

や
心
配
ご
と
の
解
消
に
つ
な
が
る
一
歩
に
な

る
患
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
担
当
職
員
、
か
随

時
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
事
業

*
訪
問
介
護
事
業

*
居
宅
介
護
支
援
事
業

*
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

*
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

i
事
業

*
心
配
ご
と
相
談
事
業

*
生
活
福
祉
資
金
相
談
事
業

*
共
生
型
事
業

な
ど
な
ど
。
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
は
こ
ん
な
こ
と
も

例
:
家
族
介
護
が
大
変
な
の
で
相
談
し
た
い
。

例
:
お
む
つ
交
換
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
の

で
教
え
て
ほ
し
い
。

例
・
・
自
宅
で
安
全
に
介
護
し
た
い
の
で
い
ろ

ん
な
こ
と
を
教
え
て
ほ
し
い

例
:
子
ど
も
の
修
学
資
金
な
ど
制
度
を
教
え

て
ほ
し
い
。

例
-
向
指
を
し
ま
い
忘
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
き
た
の
で
、
金
銭
管
壊
を
お
願
い
し

た
い
。

心
配
ご
と
や
不
安
な
こ
と
、
こ
れ
か
ら
準

備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど

あ
る
と
思
い
ま
す
。

法
ち
着
い
た
安
心
な
日
常
生
活
を
送
る
た

め
に
も
、
相
談
所
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

松前町桂金福祉協議金

電話42-2270

『
社
協
だ
よ
り
』
休
止
か
ら
、
相
相
当
期
間

が
経
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

心
機
一
転
。
『
社
協
通
信
』
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
ご
一
読
い
た
だ
け
る
よ

う
な
情
報
提
供
、
紙
商
n

つ
く
り
に
心
が
け

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
自
助
、
共
助
、
公
劫
と
い
う
考
え
方
は
、

地
域
福
祉
や
防
災
理
念
な
ど
に
用
い
ら
れ

る
用
語
で
あ
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
互
助
を
追
加
す
る
考
え
方

が
出
て
き
ま
し
た
。

自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
地
域
の
支
援
や

行
政
の
支
援
の
考
え
方
が
で
き
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
セ

i
フ
テ
イ

ネ
ッ
ト
。

松
前
町
の
福
祉
に
、

4
つ
の
『
助
』
が

重
層
的
に
間
関
わ
り
、
可
能
な
畑
山
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
安
心
安
全
な
地
域
生
活
が

送
ら
れ
る
よ
う
、
住
民
参
加
で
町
守
つ
く
り

を
目
指
す
の
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役

割
と
考
え
て
い
ま
す
。


